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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
高分子材料は力学的な補強効果を目的として無機フィラー等と混合して使用される場合が多く，

これら一連の材料は高分子複合材料と呼ばれる。ゴム状高分子においても例外ではなく，カーボン

ブラックやシリカフィラーを混練した複合材料は，タイヤをはじめとした自動車部材に用いられる。

ゴム状高分子がフィラーと形成する異種相界面は材料特性に影響することが知られているが，その

詳細は十分に理解されていない。本論文は，異種相界面におけるゴム状高分子の凝集状態および緩

和挙動と高分子複合材料のマクロな特性の関係について検討したものであり，得られた主な成果は

以下の通りである。 
1. 典型的なゴム状高分子であるポリイソプレン(PI)の石英界面における局所コンフォメーショ

ンと構造緩和挙動について検討した。固体界面に接触した PI 鎖のコンフォメーションが変化

し始める温度は，バルクのガラス転移温度より著しく高い温度であったことから，固体界面

における分子鎖熱運動性は著しく抑制されていると結論した。 
2. PI と同様にゴム状高分子であり，かつ，極性官能基を含んだアクリロニトリルブタジエンゴ

ムの異種固体界面における局所コンフォメーションおよびその温度依存性を検討した。分子

鎖中の極性基の存在は，分子鎖と界面の相互作用を高め，その凝集状態および緩和挙動を大

きく変化させることを見出した。 
3. シリカナノ粒子を混錬したゴム状高分子複合材料の粘弾性について評価し，固体界面におけ

る分子鎖の緩和挙動との関係を論じた。その結果，固体界面における分子鎖の緩和挙動はフ

ィラーが形成するネットワーク構造を介して，複合材料のマクロな力学特性に影響を与える

と結論した。 
以上，要約すると，本研究は異種相界面におけるゴム状高分子鎖の凝集状態および緩和挙動を明

らかにし，高分子複合材料のマクロな物性と関連づけたものである。得られた成果は，高分子複合

材料の設計指針の端緒を開くものであり，高分子材料工学上，価値ある業績である。 
 

最終試験の結果の要旨 
調査委員から，（１）高分子複合材料の力学的性質に及ぼす熱処理の効果，（２）疎水性基板に

おけるゴム状高分子鎖の局所コンフォメーションなどについて質問がなされたが，いずれも著者

から適切な回答が得られた。また，公聴会においては多数の出席者があり，種々の質問がなされ

たが，いずれも著者の説明により質問者の理解が得られた。 
以上の結果より，著者は最終試験に合格したものと認め、杉本晋氏が博士（工学）の学位を授

与されるのに相応しいと判断した。 


